
　２０２３年は十干(じっかん)十二支でいうところの「癸卯（みずのとう）」の年です。
「癸」には‘物事の終わりと始まり’という意味や、‘種子が計ることができるほどの大きさになり
春の間近でつぼみが花開く直前’という意味があると言われています。
「卯」はもともと「茂」という字が由来とされ、‘春の訪れを感じる’という意味、また「卯」という
字の形が門が開いている様子を連想させることから‘冬の門が開き、飛び出る’という意味が
あると言われています。この２つの組み合わせである「癸卯」には、‘これまでの努力が花開き
実り始めるころ’といった縁起のよさを表しているといえそうです。
兎のように「飛躍」や「向上」の一年となりますように…。
さくらんぼコースでも、体も心もかる～くなるような楽しい時間を一緒に過ごしましょう♪

古代の中国が由来と言われています。 １４世紀頃の中国の遊びを起源とする説と奈良時代に
かつて中国では凧が占いや戦いの道具として使われて 日本で親しまれていた毬杖遊びが由来である説がある。
おり、平安時代に日本に伝わったようです。 羽根つきの羽根にはムクロジという植物の実が使われ
日本では貴族の遊びとして親しまれており、江戸時代に ており、「無患子」という漢字から「子どもが患わない」と
なってから庶民のあいだで遊ばれるようになったと言わ して縁起のよいものと考えられていたそうです。
れています。凧あげは空高く上がることから「願い事を凧 そのため、羽根つきには１年の厄をはらい子どもの成長
に乗せて天まで届ける」という意味があるようです。 を祈願する意味が込められていると言われています。

できあがった顔の面白さをみんなで笑い合って遊ぶことか まっすぐに自立して回るその姿から「物事が円滑に回る」
ら「笑う門には福来る」と親しまれるようになったそうです。 として縁起物と考えられていたそうです。
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凧あげ 羽根つき

コマ回し

１月のプログラム

金曜日

１３日 自己紹介　／　エンジェルリトミック

２０日 季節の製作　／　園庭あそび

２７日 童具あそび　／　発育測定

新春のお喜び申し上げます
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親子で楽しむお正月あそび


